
丸尾  聡  の アートのススメ作家・演出家・俳優

代表作に戯曲『離宮のタルト』『死刑執行人』（以上テアトロ掲載）など。『INAMURA走れ』で第一回日本劇作家協会新人戯曲賞優秀賞。シナリオ『残置物処理班』でABUラジオドラマ部門最優秀賞。脚色『精霊の守り人』
『火喰鳥　羽州ぼろ鳶組』など。日本劇作家協会運営委員。「神奈川かもめ『短編演劇』フェスティバル 2019」では総合ディレクターを務める。また、全国で、俳優のためのワークショップ、戯曲・シナリオの講座を開催。

　一瞬を切り取る。それが短編演劇の魅力だろう。長編の演劇、２時間のものを見慣れた人には、若干物足りなさがある
かもしれない。しかし、豪華なディナーも良いものだが、気軽に食べられるランチもまた良い。見事に人間や社会を切り
取った短編に出会った時の「やられた感」は、なかなか味わえない感覚だ。
　かもフェスでは、何本もの短編を一枚のチケットで見られる。小説で言えば違う作家の作品を一冊にまとめた短編集
があるが、あれを思い浮かべてもらえれば。「演劇を観るって敷居が高い」と感じていらっしゃる方にもオススメだ。自分
の好みの演劇のタイプや作家を、そこで見つけることができる。演劇ファンは、これまで手を出しにくかったジャンルの
作品の思わぬ面白さを発見することもあるだろう。かもフェス参加作品には 20分の“時間制限”がある。この制約の中
でいかに皆さんにドラマを届けるか。ぜひ足を運んでいただきたい。
※「かもフェス’19」（「神奈川かもめ『短編演劇』フェスティバル 2019」）は、全国から選抜された団体が、20分以内の「短編演劇」で
　フェスティバル大賞を目指して競う短編演劇フェスティバル。平成 31年３月 21日から３月 24日にかけて本戦が開催されます。

magcul.net 神奈川県では、文化芸術の魅力で人を引き
つけ、地域のにぎわいをつくり出す、マグ
ネット・カルチャー、略して「マグカル」の
取組を推進しています。

「つながる、つづく、つむぎだす」 県内全市町村と「オール神奈川」で文化プログラムを盛り上げていきます。
発行元・お問合せ先／神奈川県文化課 TEL.045-210-3806 FAX.045-210-8840
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「マグカル開放区」日本大通りをあなたのステージに !!
“MAGCUL Open Area”  Nihon-Odori becomes your stage!!

P r o f i l e／M a r u o  S a t o s h i

短編演劇の魅力
「かもフェス’19」開催に向けて

※皆様から提供いただいた個人情報は、取り扱い目的の範囲で利用または提供いたします。

「カナガワ　リ・古典 in 茅ヶ崎」を開催 !!
“Kanagawa ReClassics in Chigasaki” to be Held!!

アンケートに答えてステキな賞品を抽選でプレゼント！
1月20日（日）
小田原市民会館 大ホール

詳しくはこちらから→

神奈川フィルハーモニー管弦楽団定期演奏会　県民ホール名曲シリーズ第 3 回
マエストロ小泉セレクション！名曲達の競演・響宴5

1 神奈川県立音楽堂出張公演 東京混声合唱団 小田原特別公演
新春をいろどる合唱のひととき 東混が贈る心あたたまる世界のうた・日本のうた

ペア招待券2組4名様
締め切り／2019年1月9日（水） 1月27日（日）①10:00～ ②14:00～

鎌倉能舞台

2 「能を知る会」－新春の能－
午前の部 能 『花月 Kagetu』、午後の部 能 『弓八幡 Yumiyawata』

ペア招待券2組4名様（各公演 2名様）
締め切り／2019年1月15日（火）

3 ワンコインシアター「映画の森」ご招待券

ペア招待券5組10名様
締め切り／2019年1月31日（木）

2月16日（土）
神奈川近代文学館展示館2階ホール

4 かなぶん寄席　講談会（講談師：神田蘭）
泉鏡花原作「琵琶伝」、「三代目沢村田之助とヘボン先生」

ペア招待券5組10名様
締め切り／2019年1月31日（木） 3月21日（木・祝）

カルッツかわさき ホール

6 カルッツかわさき×神奈川フィルハーモニー管弦楽団
ミュージカル・ガラ・コンサート

ペア招待券5組10名様 ※A席相当
締め切り／2019年2月28日（木）

南足柄市文化会館
※有効期限2019年3月末日

1月19日（土）
神奈川県民ホール 大ホール ペア招待券2組4名様

締め切り／2019年1月9日（水）
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早期予約割引等、各種キャンペーンに加えて



“Kanagawa ReClassics in Chigasaki” to be Held!!
「カナガワ  リ・古典 in 茅ヶ崎」を開催 !! 

メイン公演
開催日／２月 23日（土）午後２時から
会　場／茅ヶ崎市民文化会館
入場料／大人 1,000 円、中学生以下 300円（お土産付き）
　　　　未就学児は、保護者１名につき１名膝上無料。ただし未就学児でも座席が必要な場合は有料。
※2月 23日のメイン公演以外にも、謎解きイベントや歌舞伎体験を実施予定。詳しくは、「リ・古典」で検索してください。 

EVENT INFORMATION

　「カナガワ リ・古典プロジェクト」は、神奈川県の文化遺産を、現代を生き
る文化芸術として「再」発信し、その魅力を多くの方に知っていただくととも
に、将来に継承していく神奈川県の取組です。
　今年は、茅ヶ崎市を舞台として、湘南地域の古典や伝統文化の魅力を再発
見する民俗芸能フェスティバルを開催します。
　情熱のピアニストで、神奈川県のマグカル大使も務める熊本マリさんや、
横笛奏者の藤舎貴生さんが出演します！！ぜひお越しください。

　ピアニストの私は、常に何百年前に作曲された作品を、現代のホール、現代の 21世紀のピアノで演奏して
います。
　時を超えて、古典のバッハも新しい空間と楽器で何かが生まれ変わります。21世紀のバッハになるのです。
和楽器や民謡は伝統的なイメージがありますが、今回の「カナガワ　リ・古典 in 茅ヶ崎」では、音楽の伝統と
美しさを残しつつ、新しい発見がある、エクサイティングな企画になるに違いありません。
　ピアノと和楽器のコラボレーションが、楽しい会話の様になれば良いなと思っています。日本っていいな！
と改めて感じて頂けるコンサートにしたいです。
　世界からみたら日本のメロディーはエキゾティックで神秘的です。今回の「カナガワ　リ・古典 in 茅ヶ崎」
が新しい世界に突入できますように！お待ちしています！

ピアニスト　熊本マリさんから皆様へ

From Pianist Mari Kumamoto to Everyone…
As a pianist, I always perform musical pieces composed several hundreds of years ago in contemporary concert halls on modern 
21st-century pianos. There are traditional images associated with Japanese musical instruments and folk songs. There is no doubt that 
the “Kanagawa ReClassics in Chigasaki” will be an exciting endeavor where people can make new discoveries in music, as it continues 
to retain the traditional qualities and beauty of music.  I believe it would be great if the collaboration of piano and Japanese instruments 
spur entertaining topics of conversation. I want to turn this into a concert where guests can rediscover how great Japan is. In the eyes 
of the world, Japanese melodies are very exotic and mysterious. I look forward to our concertgoers being able to plunge into a new 
world through this year’s “Kanagawa ReClassics in Chigasaki” 

Translation application
Simplified Chinese
Traditional Chinese

Korean
Vietnamese
French

The “Kanagawa ReClassics project” is a project undertaken by Kanagawa Prefecture to promote 
the cultural heritage of Kanagawa Prefecture as culture and art in the contemporary world so as 
many people as possible can come to know its appeal in the hopes it will be passed down to future 
generations.
This year it will be held in the city of Chigasaki as a folk art festival designed to rediscover the 
attraction of the classical and traditional culture of the Shonan region.
The passionate pianist Mari Kumamoto who also serves as the MAGCUL Ambassador for 
Kanagawa Prefecture and the Japanese bamboo flute player Kisho Tosya are also scheduled to 
perform on the stage.
We're looking forward to seeing you there.

EVENT INFORMATION
Main Performance
Date: February 23 (Sat.), Time: 14:00
Venue:  Chigasaki Municipal Cultural Hall
Admission Fee: Adults: 1,000 yen, Junior high school students and below: 
300 yen (includes a souvenir) 
Pre-schoolers: Free if sitting on the lap of a guardian. However, an admission fee applies if the pre-schooler 
requires a seat.
* Aside from the Main Performance on February 23, puzzle-solving events and opportunities to experience Kabuki 
first hand are also planned.For details, please search online for “Kanagawa Re koten in Chigasaki”　

ピアニスト　熊本　マリ Mari Kumamoto ,pianist
撮影協力：ヤマハグランドピアノサロン大阪 ©Shimokoshi Haruki 衣裳協力：ヒロココシノ

横笛奏者　藤舎　貴生
Kisho Tosya,　Japanese Bamboo Flute Player　



日本大通りをあなたのステージに!! 
Nihon-Odori becomes your stage!!■ 開 催 日／毎週日曜日（初回は 1月 13日の予定）

■ 開催時間／午前 10時から午後４時半
■ 開催場所／日本大通り（神奈川県庁前）
　　　　　　 みなとみらい線「日本大通り駅」県庁口出口からすぐ。
　　　　　　 最終ページのマップ参照
　　　　　　 入場自由、無料
※パフォーマンスを行う場合、事前申請が必要となります。
※「マグカル開放区」は、イベントが開催されない日に実施されます。
　各開催日や詳細は、「マグカル開放区」で検索してください。

 毎週日曜日、歩行者天国として開放されている神奈川県庁前の日本大通り。１月からは、若い人から高齢
者まで幅広い年代の方々が、ダンスや音楽、ジャグリングなどのパフォーマンスを自由に発信できる開放
的な空間、いわば「開放区」として文化芸術の発信拠点となります！！
 ジャンルは自由。ぜひお越しいただき、パフォーマンスを披露してください！！

Every Sunday, the Nihon-Odori boulevard in front of the Kanagawa Prefectural Government Office transforms into a 
car-free pedestrians’ paradise. It becomes an open space where visitors of all ages, from young people to seniors, can 
freely perform dances, conduct musical acts, juggle and display other talents. It becomes a so-called “Free Zone,” serving 
as a base for spreading culture and art!!
There are no restrictions on the genre of performances. So we urge you to come and show the world what you can do!!

Dates: Every Sunday (The first event will be held on January 13) 
           from 10:00 AM to 4:30 PM
Venue: Nihon-Odori (front of Kanagawa Prefectural Government Office)
Open to everyone free of charge.
※Prior application is required if you plan to perform.
※The “MAGCUL Open Area” is held when events are not being conducted.
　For dates and other details, please search online for “MAGCUL Kaihouku”

※「マグカル」は、文化芸術の魅力で人を引きつけ、地域のにぎわいをつくり出す県の取組「マグネット・カルチャー」の略語です。
※“MAGCUL” is an abbreviation for “Magnet Culture” which is an undertaking by Kanagawa Prefecture to liven up areas by attracting people using the appeal of culture and art.

マグカ
ル開放

区 “MAGCUL Open Area”

INFORMATION
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